
中学校第２学年 国語科学習指導案

生 徒：男１１名 女１０名 計２１名
授業者：田 村 節 子

１ 単元名 立場と根拠を明確にして書こう
教材名 意見文を書く（光村図書 ２年）

〈単元を貫く言語活動〉
多様な考え方ができる事柄について立場を決めて意見を述べる文章を書く

２ 単元について
（１） 単元について

本単元は，多様な考えができる事柄について，自分の立場と根拠を明確にし文章の構成を工夫し
て書くことをねらいとする。自分の意見を述べるときは，立場を明らかにすることがまず必要であ
る。そして，賛成か反対かなどの自分の立場を決めるためには，それを支える明確な根拠が必要に
なる。その立場を表明する部分をどこに置くかによって「頭括型」，「尾括型」，「双括型」といっ
た文章構成を考えることになる。意見を述べる文章を書く方法を学ぶことは，複雑な事象の中身や，
物事に対する多様な考え方などが整理され，自分の考えを広げることにつながっていく。こうした
力を付けるためにこの教材を使うことは大変意義のあることと考える。

（２）生徒について
生徒はこれまでに，事実や事柄を効果的に伝えるためには，「どのように」説明するとわかりや

すく伝わるか等を学習し，課題について文章にまとめる活動を行ってきている。しかし，「読む
こと」の学習に比べると学習意欲が十分に高いと言える状況ではない。

「何」を，「どのように」， に加え「なぜ書くのか」という「書くこと」の必然性の意識付け
が不足していたことが理由の一つであると思われる。そこで，本単元では学習の見通しを持たせ，
自分たちの生活に身近な題材を用いて書くことの目的を明確にさせ，取り組むことができるように
する。指導に当たっては，書くことの課題を決める段階から書いたものを交流するまでの一連の学
習に見通しをもって取り組ませていくことができるようにする。

（３）言語活動の充実の工夫
生徒に単元の学習の見通しを持たせるために，学習の流れを示した学習計画表を作成し毎時間の

学習に活用していく。その後，教科書の例文の比べ読みや自作教材による意見を述べる文章の書き
方を段階的に理解させ，ねらいとする文章のイメージを持たせていく。

題材については，昼食は給食がよいか弁当がよいか，という生徒にとって身近なものを用いて，
考えたり書いたりする意欲を持たせたい。

また，意見を述べる場合，反論を想定することで自分の意見をより明確にすることができること
に気づかせる。その後，絞り込んだ根拠や反論に対する意見を論理の展開の型に従って書くことが
できるワークシートを活用し，意見を確かなものにさせる。

意見を述べる文章を書いていく取材・構成・記述の各段階では，段階に応じたワークシートを活
用し，生徒が主体的に書き進められるようにする。書いたものについては，取材・構成・記述の各
段階ごとに，お互いに読み合い，交流し合う場面を設定し，各自の考えを広げたり深めたりするよ
うにする。

３ 単元の目標
（１）国語への関心・意欲・態度

・自分の立場や意見が相手に伝わるように，根拠を明らかにして意見を述べる文章を書こうとする。

（２）書く能力
◎自分の意見が効果的に伝わるように，根拠を明らかにし，具体例や予想される反論などの構成を
考えながら文章を書くことができる。（書くこと イ）

・書いた文章を互いに読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みやすく
わかりやすい文章にすることができる。（書くこと エ）



（３）伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
・相手や目的に応じて，文章の展開に違いがあることを理解することができる。（伝国イ (ｵ)）

４ 単元の評価規準

国語への関心・意欲・態度 書く能力 言語についての知識・理解・技能

・自分の立場や意見が相手に伝 ・自分の意見が効果的に伝わる ・読み手に自分の考えやその根拠
わるように，根拠を明らかに ように，根拠を持ち，具体例 などが効果的に伝わるように文
して文章を書こうとしてい や予想される反論と反論に対 章の展開を工夫している。
る。 する意見の構成を考えて文章 （イ (ｵ)）

を書いている。（イ）
・意見と根拠，予想される反論

などのつながりに注意して読
み手に伝わりやすい文章にし
ている。（エ）

５ 発展と関連

１年 ２年 ３年
・しらせたいな，みせたいな ・観察名人になろう ・気になる記号

観察文 観察記録文 調査報告文
・おみせやさんごっこをしよう ・友だちのこと，しりたいな ・食べ物のひみつを教えます

宣伝文 紹介文 説明・報告文
・いいこといっぱい，一年生 ・おもちゃの作り方 ・本で調べて報告しよう

体験報告文 説明文 調査報告文
・楽しかったよ，二年生

体験報告文

４年 ５年 ６年
・ 読書生活について考えよう ・次への一歩 活動報告書 ・ようこそ，わたしたちの

調査報告文 活動報告文 町へ
・新聞を作ろう ・豊かな言葉の使い手に 案内・説明文

新聞 なるためには ・「平和」について考える
・「仕事リーフレット」を作 ・グラフや表をを引用して 意見文

ろう 説明・報告文 書こう ・この絵，わたしはこう見る
・ 野原の仲間になって 詩 説明・報告文 解説文
「ことわざブック」を作ろう

報告文

中１ 中２ 中３
・わかりやすく説明しよう ・説明のしかたを工夫しよう ・説得力のある考えを書こう

説明文 説明文・記録文 批評文
・項目を整理して伝えよう ・気持ちを込めて書こう ・文章の形態を選んで書こう

案内文 手紙文 依頼状 案内状 修学旅行記
・調べたことを報告しよう ・立場と根拠を明確にして書 ・３年間の歩みを編集しよう

レポート こう 意見文 ポートフォリオ
・表現のしかたを工夫して書
こう 物語



６ 指導計画及び評価規準（６時間扱い）

次 時 目標 学習活動 評価規準・評価方法
間

１ ○相手や目的に応じ ・学習のねらいと，言語活動の ・相手や目的に応じて，文章
１ て，文章の形態や展 内容を具体的に示し，学習の の形態や展開に違いがある

開に違いがあること 見通しをもつ。 ことを理解している。
を理解することがで ・教材文を用いて意見の述べ方 《ワークシート①》
きる。 や根拠の示し方について確認

する。
２ ○自分の立場や根拠が ・「紙の辞書と電子辞書では，紙 ・自分の立場や意見を決める

２ 相手に伝わるような の辞書を使う方がよい」のテ ために根拠を列挙し，その
書き方を理解するこ ーマについて考え，意見の持 中から自分の意見を支える
とができる。 ち方を学ぶ。 根拠を選び，反論を考える

・「昼食は給食と弁当のとちらが などして意見文を書こうと
よいか」について，自分の考 している。《ワークシート②》
えとそれに対する根拠を考え
る。

○自分の意見が効果的 ・「学校の昼食は給食がよい」と ・ワークシートの構成表に意
３ に伝わるように，根 いう意見に対して自分はどう 見，根拠，根拠を支える具
本 拠を示し，具体例や 考えるか，あらかじめ挙げて 体例，予想される反論，反
時 予測される反論など おいた根拠の中からふさわし 論に対する意見を全て書い

を考えて書くことが いものを選ぶ。 ている。《ワークシート③》
できる。 ・論理の展開に従ってワークシ

ートに書く。
３ ○自分の立場や意見が ・各自が選んだテーマについて， ・自分の立場や意見を決める

４ 伝わるように，根拠 根拠を持ち，具体例や予想さ ために根拠を挙げ，その中
を明らかにして構成 れる反論などの構成を工夫し から自分の意見を支える根
表を書くことができ てワークシートに書く。 拠を選び，反論を考えるな
る。 どして意見文を書こうとし

ている。
《ワークシート④》

○書いた文章を読み返 ・構成を考えて，600 字程度の文 ・振り返りシートに表現を書
５ し，推敲することが 章になるように下書をする。 き改めるところを書いて意

できる。 ・観点をもとに，意見文を読み 見文を読みやすくわかりや
返し，よい点や改善点などを すい文章にする修正をして
付せんに書いてお互い示し合 いる。
いをさせる。 《意見文の下書き，振り返り

シート》
○立場と根拠を明確に ・付せんの記述をもとに，自分 ・意見文の清書に意見，根拠，

６ して意見文を清書し, の書いた意見文を清書をする。 根拠を支える具体例，予想
読み合って意見を交 ・課外としてできた作品は文集 される反論，反論に対する
流することができ とし，全員のものを読み合う 意見を全て書いている。
る。 機会を作る。 《意見文の清書 意見文の下

書き，意見文の清書，振り
返りシート》

７ 本時の指導
（１） 目標

自分の意見が効果的に伝わるように，根拠を明らかにし，具体例や予想される反論などの構
成を考えながらワークシートに文章を書くことができる。

（２） 言語活動充実のための工夫
・生徒たちにとって身近なテーマ（「学校の昼食は給食がよい」）を示し，日常の経験を通して
自分の意見を述べる文章を書く意欲をもたせる。



・意見文を書くための論理の展開の型を示したワークシートを作成し，自分の意見が効果的に伝
わるための構成に気をつけて文章を書くことができるようにする。

・ペアで完成したワークシートを読み合い，相手の文章の良さに気づき，自分の文章と比較す
ることで自分の考えをより深めるようにさせる。

（３）展開

段階 学習活動 形態 指導上の留意点
１ 前時の学習を振り返り，学習計 一斉 ○学習の見通しを持たせる。

導 画表から本時の課題を確認する。
入 自分の意見が効果的に伝わるように，根拠を示し，具体例や予測

（5） される反論などの構成に気をつけて書こう

２ 自分の立場を決め，意見を支え 一斉 ○根拠を選ぶのに時間のかかっている生徒には，
る根拠として最も説得力のあるも ワークシートを参照させて，あらかじめ教師が，
のを前時のワークシート（取材メ ふさわしいと思われる根拠をアドバイスし、理
モ）から選ぶ。 由付けを支援する。

３ 反論と反論に対する意見を考え ○活動が滞っている生徒には例を示して考えを選
て主張を補強して書く。 ぶようにする。

４ 論理の展開の型に従って，意見 ○頭括式，双括式，尾活式，について確認し，
を書く。 個 「ＰＲＥＰ方式」が双括式の一つの論理の展

開の型であることを知らせる。
展 （１）最初に論理の型について理解 〈言語活動の充実のための工夫〉

する。 ・論理の展開の型を示したワークシート
「ＰＲＥＰ方式」 を準備し，構成に注意して書くことが
①私は，～と考える。 できるようにする。

ＰＯＩＮＴ（意見）
②なぜなら～だからだ。 評価規準

ＲＥＡＳＯＮ（根拠） ワークシートの構成表に意見，根拠，
③例えば、～（また，～） 根拠を支える具体例を書いている。

ＥＸＡＭＰＬＥ（例） Ｃへの手立て
④以上のことから，私は～と考え 構成表に書かれていないものについ

る。 て立ち戻らせ，例を示して考えを促す
開 ＰＯＩＮＴ（意見） よう指導する。

（２）論理の展開の型に従ってワー 個
クシート（構成表）に意見を書く。

（35）
５ 自分の書いた文章を読み返す。 ○自分の書いた文章を読み返し手わかりやすく

一斉 書けているかどうか考え，それぞれの項目に
○を付けさせる。

６ ペアで構成表を読み合い，伝え ○早く完成した者同士で読み合い，お互いのよさ
たい内容になっているか交流し合 を伝え合う。
う。

終
末 ７ 学習を振り返る。次時の課題を 個人 ○次時は，各自が選んだテーマについての意見

(10) 確かめ，見通しを持つ。 を述べる文を書くことを知らせる。


